





























さて、スポータ論を展開 した者達 も、その説を非難 した者達 も、スポータに関する一つ


















必ずどれも少 しずつ違 う。今 これを読んでいる人は、試みに<うし>という言葉を発声













は必ず違っているので、我々の耳に入 って くる空気の振動状態は、たとえ幾 らわずかで
あるにしろ、全て違 うことになる。同 一の録音テープを同 じ部屋の同じ機械で同 じ様に






























<うし)を示すものとされる。例えば、太郎が一年前に東京で発 した「 うし (牛)」 とい
う言葉と、次郎が昨日大阪で発 した「うし」とは、音声としては、どちらも発生 して直
に消滅 して しまった物理現象であり、それらが存在 した時間、空間は全 く違い、Fll者の
声調の違いにより空気の振動形態 も異なっていた筈。 しか し、このような諸々の相違に
もかかわらず、我々はその二つを「同じ単語<うし>」 とみなして、「彼等は東京と大阪






それとは全 く違 う。これほど違 うものを<同じもの>とみなすことはできない」と皆が
感 じていたならば、「同 じ単語」という発想がどうして起こり得るであろうか。その場合
は、言語現象その ものす ら存在 し得ないだろう。 しかし、現実に、我々は太郎と次郎の



















が、単語<うし>は同じ一つの言葉である。<うし>を幾 ら早口で発音 しても、幾 ら大
声で発 しても、それによってlF_語くうし>そのものが変形 して早 くなったり大きくなっ
たりする訳ではない。音声は変形するが、スポータは変化 しないものである。紫式部が
日にした「牛」という言葉と、清島が発 した「牛」とは、音声としては異なる存在だが、









た時には<う>音は既に消滅 して しまっている。 この二つの音が時空間の内で同時に存




「 ―つの音声」にす ら成 り得ないのである。
正確に言えば、41じては消える音の数は二つとも限らない。<う>音を単音と見るか
複合音・合成音として見るかは、それを含む言語体系によって違 ってくるからだ。それ
はくし>音について も同 じである。私が実際に「 うし」という言葉を発 した場合、その
音は現代の日本語体系の内では確かに二つの音素より成ると言えるが、それは日本語世
界でのみ通用することである。 日本語とは異なる音素組織を持つ言語体系の内では、そ
の言葉が ■つの単音の集まりと解釈されるとは限 らない。仮に、ここに四人の人A、 B、
C、 Dがいて彼等の母国語はそれぞれ全 く異なり、誰 もが日本語を知 らなかったとしよ
う。同じ私の発音<うし>を、Aは二青 (ush_i)とみなし、Bは三音 (‐sh‐i)、Cは四
音 (u_s_h■)、 Dは五音 (二u_s―h-1)の集まりとみなすような場合が十分に有り得る。そ





















































































































的媒介手段が何 もない場合は、スポータ的存在 も「有る」 とは言えなくなる。仮に、何
かの事故で地球が人間と共に消滅 して しまい、この字宙か ら人類とその遺産・ 痕跡の全
てが消えて しまったとしよう。<う>音を発する人も機械 もなく、<う>字を書 く人 も











と同 じ。そして、何時、どのようなところで、どの本を使 って読 もうが、それは同じ小
説『坊 っちゃん』を読んでいることになる。本の形態、本が読まれる時と場所、読む人
などの諸々の相違 とは関係なく、小説は「同 じ一つ もの」なのである。又、本がこうむ
る物理的変化から小説は離れている。本が汚れても、擦 り切れても、燃えて しまっても、
それ らは『坊 っちゃんJの世界に何の影響 も及ぼさない。本を盗んだり、破壊すること
はできるが、小説の世界に対 しては何 もできない。出版する本の部数を幾 ら増やしても、
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或は、倉庫に有る本を幾 ら燃や しても、それによって小説『坊 っちゃん』そのものが増
えたり減 ったりする訳ではない。つまり、小説はスポータ的存在で、本は媒介 手段なの
である。一つのスポータ的存在を顕 しだす物理的手段は幾 らで も有 り得るので、本以外










どれ も同じ勝負である。名人戦が行われている時、対決 している両人が実際に触 ってい
る駒 と盤、それを放送 しているテ レビ画面の上の駒と盤、次の日の新聞紙 上に乗った局








ドを使おうが、「ス トレー ト・ フラッシュ」は「ス トレー ト・ フラッシュ」であり、変わ
りはない。 じゃんけんをやる場合も、「 ぐ―、ちょき、ぱ―」でやろうが、「藤八拳」や
「虫拳」形式でやろうが、「三すくみの勝負」という点では同 じである。五日並べは、紙
とペ ンと消 しゴムでもできるし、立派な碁盤と碁石でもできる。つまり、これ らのゲー
ムの正体は、スポータ的存在に他ならないのである。
ゲームの道具と、それによって展開されるゲーム世界との関係は、基本的には、音と



















る。 もっとも、そのような時でも、我々は両劇団が演 じたものを「同 じ劇の全 く違 う L
演」とでも言 うのだろうが、 一体何が「同じ」なのかは些かはっきりしない。いずれに




















































ある。 この共有性を人々が信 じているからこそ、各時代の人々は同 じ占典を繰 り返 し繰




























的制約がない日常語か らなる小説の場合は、そのようなことは起 こらない。 しか し、各






世界に居ることを互いに確認 し合うことによって更に強まる。「彼 も僕 もこの小説を読ん
だ」「相手もこの将棋を楽 しんでいる」「我々四人は今同 じポーカーをやっている」など
という具合に、同 じものを扱 っている仲間の存在を相互に確認 し合 うことから、強い満
足感と楽 しさが生まれる。それを求めて、我々は同好の人、同学の人、同趣味の人、話
しの通 じる人を探す。異国に住んでいる場合、自らが慣れ親 しんだ母国語を話す同国の
旅行者などに出会 った時「ほっとする」 ことがあるが、これは「自分と同 じスポータ世
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界を持 った者がいた」 ことを確認するところから来る安堵感である。尊敬する人・好き











































が何とか推測できる。 この孤独で寂 しい蛸壷穴生活だが、外か ら聞こえて来る声や音か
らすると、穴の日か ら見える天空に輝 く星星は誰の穴から見て も同 じものらしい。穴の
中の住人にとって天上の星は手の届かない別世界のものであり、穴の中で何をしても星


























が全 く存在 しなかった時に日本語世界が存在 していたとは考えにくいし、人類の痕跡が



















の知的存在が同 じ天空を見つめる限り、同 じ様なことをやるだろう。但 し、彼等は、蛸
壺穴人達とは違 う星座と別の物語世界を持つだろうが。そして、そのような知的存在が
他にも現れる可能性は幾 らでもある。彼等は、それぞれ、独自の星物語を持つに至るだ
ろう。天上の星星は潜在的星座と潜在的物語に満ちている。
(近畿大学文芸学部助教授 )
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